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   ①自転車は、車道が原則、歩道は例外 

②車道は左側を通行 

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行 

④安全ルールを守る 

 ★飲酒運転・二人乗り・並進の禁止 

 ★夜間はライトを点灯 

 ★交差点での信号遵守と一時停止・安全確認 

⑤子どもはヘルメットを着用 

 

 

◆ 飲酒運転は犯罪です。少しでもお酒を口にし

たら運転はやめましょう。 

◆ 妨害運転（あおり運転）等は大変危険です。 

無理な追い越しや割り込みは絶対にやめま

しょう。 

◆ 交通ルールを守り、歩行者や他の車両に対し

て「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持っ

て通行しましょう。 

◆ 歩行者のみなさんは、道路を横断するとき、

「横断歩道を渡る」「信号を守る」「左右の安

全確認」などの、交通ルールを守りましょう。 

◆ 運転者のみなさんは、子どもや高齢者を見か

けたら、徐行や一時停止するなどして、その

行動に十分注意して運転しましょう。 

◆ ドライバーは「横断歩道は歩行者優先」を念頭

に、歩行者は「私、渡ります」の意思表示と左

右の確認してからの横断に心がけましょう。 

 

『横断歩道 譲ってくれた 滋賀ナンバー』 

  

 



2021年JAF調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の窓口に掲示するなど、必要な方々にご覧いただけるようご協力ください。 

滋賀県警察本部交通企画課 高齢者交通安全推進室 ふれあいチーム 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

信号機のない横断歩道の手前にある「横断歩道あり」の道

路標識やダイヤマークの路面標示が見えたら、 

★横断歩道付近の安全確認をしましょう 

★歩行者や自転車がいるときは一時停止をしましょう 

また横断歩道周辺に人が見えていなくても、自動車の陰

などから横断してくる可能性がありますので、横断歩道付

近では速度を落とし、歩行者の有無を確認しましょう。 

 

信号機のない横断歩道における

車の一時停止率 

滋賀県…２０．７％ 

総合評価は、Ａ～Ｅの５段階評価です。 

車・運転者の頭・運転者の右足に取り付けた３つのセンサーのデータを計測して棒グラフや折れ線

グラフで表示し、危険回避運転行動の達成度を評価します。 

自らデータを見ることで安全に対する意識や運転に対する苦手部分を振り返り、自分自身では気づ

いていない運転習慣やクセを知ることができます。 

・受講対象  ６５歳以上の高齢ドライバー 

・受講条件  マイカー使用（任意保険未加入車は不可）、家族同伴か二人一組で参加 

・講習内容  受講者の頭部と右足、車体にセンサーを装着して指定コースを走行し、運転技能を 

自動診断 

・実施日時 

・実施場所   

 

 

相談のうえ、調整します。 

 

 


